
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

鉾田地区

平成２３年３月

茨城県鉾田市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 950ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

629

17

10

0

 １）事業の実施状況

-

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路：市道4324号線，市道15号線，市道4314号線

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

市道4324号線との一体的な整備により段差の少ない安全性を高めるため追加。

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

人/日 10 H21 15

H17

廃棄物回収車の待避回
数
(平均)

回

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

安全、快適な道路機能 ％ 70 H17

10 H22

H22

健康増進施設：健康づくり環境整備のために追加
汚水処理施設整備事業：環境に配慮した住環境を整備するために追加。

目標
達成度

○

数　　値

-

効果発現要因
（総合所見）

21

フォローアップ
予定時期

健康増進施設：指標2に影響はあるが、指標の変更を要するものではないため据
え置く。
汚水処理施設整備事業：小目標3に関連するが、指標の変更を要するものではな
いため据え置く。

1年以内の
達成見込み

0

624 H17 624 H22

5
舗装打ち換え工事を行なったことにより、路面の段差
が解消され、地域住民の安全性も確保された。

ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽを整備したことにより、健康増進施設の
利用者数が維持できていると思われる。

平成24年4月

H22 10

41

○623

平成23年4月
道路整備をしたことにより、道幅が広がり、道路の狭
あい部分が改善され、周辺住民の交通、子どもの通
学の安全が確保された。

平成24年4月○

○

ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽを整備したことにより、利用者が増加した
と思われる。また、ｳｫｰｷﾝｸﾞ大会等健康づくりに関する
ｲﾍﾞﾝﾄが開催しやすくなった。

-4

70

H17 0

指　標

指標２

％

ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽ利用者数

指標４ 狭あい道路率

指標３

健康増進施設の利用者
数
(一日平均)

人/日

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

 ５）実施過程の評価

健康づくりのための施設として、ｱｸｾｽが向上し,各種ｲﾍﾞﾝﾄ等の市における健康づくり施策が活発になった。

その他の
数値指標３

交付期間
の変更

地域創造支援事業：水道管布設事業，健康増進ｲﾍﾞﾝﾄ(ｳｫｰｷﾝｸﾞ)，健康増進ｲﾍﾞﾝﾄ(ﾏﾗｿﾝ)，環境学習ｲﾍﾞﾝﾄ

新たに追加し
た事業

道路：市道65号線

地域創造支援事業：健康増進施設整備，汚水処理施設整備事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

健康増進ｲﾍﾞﾝﾄ(ｳｫｰｷﾝｸﾞ)：計画変更により単独事業で実施するため関連事業へ移
行。
健康増進ｲﾍﾞﾝﾄ(ﾏﾗｿﾝ)：市民ﾏﾗｿﾝ大会と重なるｲﾍﾞﾝﾄのため削除。
環境学習ｲﾍﾞﾝﾄ：事業実施することによる効果が薄いと判断したため削除。

健康増進ｲﾍﾞﾝﾄ(ｳｫｰｷﾝｸﾞ)：関連事業で同内容の事業を実施するため、数値目標
は据え置く。
健康増進ｲﾍﾞﾝﾄ(ﾏﾗｿﾝ)：小目標2に関連するが、内容は据え置く。
環境学習ｲﾍﾞﾝﾄ：小目標3に関連するが、内容は据え置く。

-

指標1に影響はあるが、指標の変更を要するものではないため据え置く。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

モニタリング 指標1～4に関するﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ(平成21年11月)

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

目標の達成度や、事業との関連性などによる指標の適正を図るた
め、指標の変更及び追加を行なう。

フォローアップ
予定時期

平成23年4月
道路整備をしたことににより、道幅が広がり2車線と
なったためすれ違いの時の廃棄物回収車の待避回数
がなくなった。

○

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

平成23年4月

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

数　　値

指標1

H22

平成18年度～平成22年度

-

1063.3百万円

鉾田地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

なし

地域創造支援事業：健康増進ｲﾍﾞﾝﾄ(ｳｫｰｷﾝｸﾞ)，健康増進ｲﾍﾞﾝﾄ(ﾏﾗｿﾝ)，環境学習ｲﾍﾞﾝﾄ

平成18年度～平成22年度 平成22年度事後評価実施時期

茨城県 市町村名 鉾田市



様式２－２　地区の概要

単位：％ 70 H17 5 H22 0 H22

単位：人/日 624 H17 624 H22 629 H22

単位：人/日 10 H21 15 H22 17 H22

単位：％ 70 H17 10 H22 10 H22

単位：回 4 H17 0 H22 0 H22

　　　　汚水処理施設整備

　健康増進施設整備

　　　道路路面改修　市道65号線

評価値

健康増進施設の利用者数(一日平均)

安全、快適な道路機能

ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽ利用者数

狭あい道路率

大目標：市民の安全、快適便利な居住環境と健康増進を支援するまちづくり

目標1：小学校への安全な通学路の確保および地域住民が快適、便利な居住環境を整える。
目標2：健康増進施設周辺整備により施設機能を充実させ、市民一人ひとりの健康づくり環境を整える。
目標3：環境に配慮したまちづくりを行うことにより、市民と一体となった協働の環境共生社会を整える。

目標値

鉾田地区（茨城県鉾田市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

■学校周辺の老朽化した道路や上水道などのｲﾝﾌﾗ整備を継続的に行なう。
■健康施策としてｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽを利用したｲﾍﾞﾝﾄ等の開催・支援を行なう。
■廃棄物処理施設周辺の通学路や住民の生活路の安全性を確保する。
■健康増進施設へのｱｸｾｽ道路の整備を進める。

まちの課題の変化
各事業により、地域の居住環境が整備され、住民の安全性が向上した。また、健康増進施設関連の整備により、住民の健康づくりのための施策が行ないやすくなった。
今後、事業の更なる効果を得るためには、継続して関連した事業の整備を進める必要がある。

廃棄物回収車の待避回数(平均)

　
　道路改良　市道４３１４号線

まちづくりの目標 目標を定量化する指標
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